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　昨年12月の半ば頃ですが、特別養護老人
ホームと定期的に交流していただいている
東中田小学校の生徒さんが見学に来られ
ました。その際は、当施設のケアマネージャ
ーや相談員が特養とはどんな施設なのか
説明させていただきました。
　さて、この度東中田小学校の生徒さんか
ら感謝の気持ちと、当日学んだことをまとめ
ていただいた制作物をいただきました。
　特別養護老人ホームという普段ではな
かなか訪れることがない施設に見学に来
ていただき、学校に持ち帰って色々と勉強
されたのですね。本当ありがたいです。
　これからの未来を担っていく方々に、高
齢者施設の実態をご覧いただき共に考え
ていただけたということは本当に心強いで
す。今回いただいた感謝の気持ちは一階の
ロビーに掲示してあり、ご利用者やご家族
もご覧いただけています。

特別養護老人ホームめぐみ

ズーラシアへ行きました
　グループホームりゅうりゅうでは
参加が可能な方とズーラシアを散
策に行ってきました。
　王道のトラやヒョウに加え水族館
ではイルカなども鑑賞することがで
きました。
　ただズーラシアというのは本当に
広大なスペースで全部の区画を見
て回ることができませんでした。グ
ループホームりゅうりゅうでは今回
見ることができなかった区画をまた
別の機会に行こうと計画しています
ので、その際はまたご報告できると
思います。
　さて、当日は色々な動物を見て回

ったのでお腹が空いてきました。
　お昼は職員が作ったおにぎりをみ
んなで食べました。動き回ってお腹空
いているので皆んな美味しそうに食
べていましたよ！
　りゅうりゅうでは今後も日中イベン
トも開催していきたいと思います。

さすが6年生の生徒
さん。特養めぐみで
見て学んだことをき
ちんとまとめてくれ
ました。さすがです
ね！

子どもたちから
見た特養

ミキサー食のことを書いてくれた
児童もいらっしゃいました。

聞いてはいたけど
やっぱり広かった
広大な動物園 グループホームりゅうりゅう
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放課後等デイサービスえがお
当たり前のように見えるけど
大切な仕事です

帰りがけのサプライズ
しゃぼん玉って綺麗だね

就労継続支援B型
わーくさぽーと恵の杜

　放課後等デイサービスにお伺いし
ていつものようにお友達とちょっとの
時間過ごさせていただきました。
　そろそろ、帰る時間になろうとした
時に、先生から「外で楽しいことをし
ますよ」とお声掛けいただきました。
なんだろう？
　何としゃぼん玉でした！！
　最初に先生が試しにやってみまし
たが、綺麗にしゃぼん玉が出てくるん
ですね。
お友達もやってみましょう。「〇〇さん
、やってみる？」さっそく、しゃぼん玉を
体験してみました。
すごい！！　先生よりたくさん出ている
ようですね。

　いつもは、放課後等デイサービス
えがおを出てそのまま送迎車に乗る
のですが、まさかのサプライズ！！
　綺麗なしゃぼん玉を不思議そうに
見つめているお友達もいました。
　しゃぼん玉を楽しんだら送迎車に
乗って帰っていきました。今日も1日
お疲れ様でした。

　先日、介護老人保健施設恵の杜に撮影でお伺
いした際に、古いシーツが部屋から出され、作業
のために出入りしている光景がありました。
あ、リネン交換の時間だな、と思いその様子を見
させていただきました。
　わーくさぽーと恵の杜スタッフの皆様は今日も
定められた手順でベットメイキングをしています
。見ていると淡 と々次から次に作業を進めていま
した。こういったこと一つ一つが就労に向けた訓
練になっているんだな、と改めて思いました。
別の場所に歩いていくと、今度はトイレ掃除をし
ていました。
　トイレ掃除も手順通りに作業していました。直
接の介護業務ではありませんが、介護老人保健
施設恵の杜にとっては無くてはならない存在で
す。
　介護老人保健施設恵の杜のご利用者もスタッ
フに感謝の言葉をかけてくださる方も多いです。
私たちはわーくさぽーと恵の杜のスタッフが一般
就職できるよう心から願っています。

04|  広報けいせい 05| 広報けいせい



 とごしの杜保育園

いざという時の備え
不審者対応訓練で学ぶ

絵本の読み聞かせに工夫を
　とうかいどう保育園にお伺いし
たとき、先生がお友達に絵本の読
み聞かせをしていました。あ、絵本
の時間だな。と思って見ていると先
生はかわいい手袋をお友達に見
せていました。

わると、絵本の読み聞かせが始ま
りました。
　お友達は興味深そうに本を見て
先生の朗読を聞いています。絵本
を読むだけでなく、読む前にお友
達とイメージを考えてみると楽しく
読むことができそうですね。
　先生の工夫一つでお友達は２
倍も３倍も楽しく絵本を読むこと
ができます。お友達の真剣に聞い
ている姿をみるとそう思います。
　きっと想像力が膨らんで自分の
イメージする世界が広がっている
のでしょうね。

　見て見ると指の一本一本が指人
形になっていますね。これから読む
絵本のイメージをつかむために指
人形を使ってお友達とお話をして
いるようです。
　先生の指人形を使ったお話が終

とうかいどう保育園

　とごしの杜保育園では最近の地域
の状況を受け、子どもたちが安心して
過ごせるように、荏原警察署の方に
ご協力いただき、保育園で改めて安
全対策を確認しました。
　保育園のお友達も動画を見て勉強
し、その後、警察署の方から注意する
ことをしっかりと教えていただきまし
た。
　職員は実際に不審者が侵入してき
た時を想定してさすまたの使い方な
ど実践しました。
　とりわけ警察署の方に犯人役を演
じていただき、実際にどういう対応を
するのか訓練する場面では、相手が

警察署の方であるとわかっていても、
かなりの緊張感がありました。もちろ
ん、さすまたなどの防護具は立ち向
かうためでなく、侵入者との距離を保
つために使うものであることも確認
しました。
　とごしの杜保育園ではこれからも、
子どもたちが安心して過ごせる環境
づくりに努めていきます。
　とごしの杜保育園では園の安全を
守るため、送迎者登録の確認や、登録
外の方が来られた際のご連絡にもご
協力をお願いしているとのことでした
。どうぞ皆様のご理解ご協力をお願
いいたします。
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会長の畑を借りて障害事業でお芋の作付け、東
京の保育園はライブ中継。秋には芋掘り交流

障育連携スタート
農福連携の発展型プロジェクト

特集

　社会福祉法人恵正福祉会ではこ
のたび「障育連携」プロジェクトを
スタートしました。
　これは農林水産省が推奨する農
福連携にヒントを得たものです。農
林水産省の農福連携とは「農業と
福祉が連携し、障害者の農業分野
での活躍を通じて、農業経営の発
展とともに、障害者の自信や生きが
いを創出し、社会参画を実現してい
く取組です（農林水産省HPより引
用）」
当法人オリジナル

　当法人では毎年秋に会長の所有

する畑で収穫を迎えたお芋を保育
園のお友達が掘りに来る「お芋ほり
」を毎年行っていますが、これを作
付けの段階から保育園と連携して
行うことも目的として加えました。
保育園は品川にあるため日々の管
理は畑の近くにある当法人の障が
い事業所が行うことにより障がい
者・保育園の連携に繋げてくことも
目的です。
　名付けて「障育連携」。農福連携
の発展形プロジェクトです。
　当日は会長にもお越しいただき
アドバイスをいただきました。天気

も良く快適な環境で作業を始めま
す。
みんな初めてのことなので慎重に。
お芋の苗を植える時は均等に植わ
るようにメジャーで図りながら植え

ていきます。
　実際にやってみると手ごたえを
感じる部分が多いです。農家の方
の苦労のほんの一部分が分かった
ような気がしました。でも不思議と
土の中で作業をするというのが新
鮮というか楽しいというか不思議
な感覚でした！
　苗を植えた当日の夕方、天気が
不安定になり大雨と降雹。苗が心
配になり、翌日確認をしにいきまし
た。
　苗は無事。苗は弱っている感じで
はありますが、これが普通。根っこ
がはえてきたら、ピンと苗が立って
いくと教わりました。
苗植えを手伝ってくれた利用者は、
苗が無事だったことを伝えると安
心していました。

保育園も連携
　プロジェクトに参画しているとう
かいどう保育園ととごしの杜保育
園のお友達は、5歳児の交流保育で
今回の障育連携プロジェクトで一
緒に育てる畑の名前と、育てる野菜
を決めました。
　子どもたちはそれぞれ考えてき
た名前や野菜を発表し合い、「どれ
もいいなぁ」「これも育ててみたい
ね」と悩みながらも、両園の子ども
たちで話し合って決めることができ
ました。
　せっかく畑や野菜のことを考え
たので野菜クイズでさらに勉強。
　葉っぱなどの一部分を見て「これ
は何の野菜かな？」と考えます。
正解すると、両園の子どもたちから
大きな拍手が起こり、当てた子は少

しはにかみながらも嬉しそうな表
情を見せていました。
　今後はライブ中継などで実際の
農作業の様子を保育園のお友達に
見ていただきたいと思っています。
今年の秋のお芋ほりは例年にも増
して楽しい収穫になるかもしれま
せん。
　今から楽しみですね。
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　わーくさぽーと阿久和にお伺い
しました。作業スペースに行くと今
日はいつもより若干慌ただしく動
いているような気がしました。
　どうやら今日は納品日のようで
すね。搬入用の車に次々と荷物が
運び込まれています。
　納品するシーツ類の他に回収用
の袋のセッティングも行います。
回収する袋はお客様が使ったシー
ツを入れるのに使うようです。
丁寧に作業している様子がわかり
ます。
　お客様のところに搬入に行く際
は職員も同行してサポートします。
いつものことなので説明する必要

もなく、お客様の施設の保管場所に
次々を運んでいきます。
　わーくさぽーと阿久和では今日
の予定は利用者が主体となって計
画します。どうしても修正が必要な
時以外は職員も利用者の立案した
計画に沿って動いています。
　それでは納品いってらっしゃい！

今日は納品日です
わーく阿久和の繁忙期

介護老人保健施設恵の杜
リハビリテーションで機能回復を

就労B型わーくさぽーと阿久和 　介護老人保健施設恵の杜に
入ると、まず目に入ってくるのが
機能訓練室です。
　機能訓練室はいわゆるリハビ
リテーションでご利用者の状態
に合わせて機能回復に努めま
す。
　今日も理学療法士の先生方
が施術しています。

「今日はどうですか」
「お変わりないですか」
お声掛けすると
「だいじょうぶだね」
「季節の変化に体がついていかな
くてね・・・」
そんな会話をされています。
　機能訓練をすることにより、普
段の生活が少しでも楽になれば
いいなと思います。
　今日も機能訓練室からはリハ
ビリマシーンの動く音や元気な声
が聞こえてきます。ご自分の望ま
れる生活に向けて頑張っていらっ
しゃいます。
　私たちも可能な限り応援してい
きたいと思っています。
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　介護老人保健施設恵の杜のそばに竹林があります。当法人会長が所有
するこの竹林で、毎年この時期になるとタケノコ堀りをしています。
　今年は会長にもお越しいただき、職員といっしょにタケノコを掘ること
ができました。
今年は東京からも職員がきてタケノコ堀りを体験していただきました。
慣れるとあまり深く掘らなくても簡単に掘り出すことができるのですが、掘
り出す角度を間違うとタケノコが途中で折れてしまったりとなかなか上手
くいきません・・・今日は会長がいらっしゃるので、タケノコの掘り方のコツ
を教えていただきました。大変心強いです！！
　そして美味しいタケノコ料理を振る舞っていただきました！！

生活介護
はーとさぽーと阿久和

職員で掘ったタケノコで美味しい料理も食べました
タケノコ堀の季節です

収穫したタケノコで美味しい料理を

一日が
始まりますよ！

　生活介護はーとさぽーと阿久和の一日が始まりま
す！まずはラジオ体操から。
　ラジオ体操って意外に効率よく運動できるんです
よね。ちょうどこれから始まるというタイミングだった
ので今日も一緒に運動させていただきました。
　見ていると利用者の皆様もよく体を動かしていま
すね。

　ラジオ体操が終わると、掃除が始まります。
　まずは一日作業する場所を綺麗にするところから
です。タオルを折りたたむなどの作業をしますので
清潔な環境は大切です。
　みなさん、手慣れている感じで清掃していきます
。　はーとさぽーと阿久和では時々利用者の制作物
が飾ってあります。今日も

一日の初めに
みんなでラジオ体操を
体を慣らしてから作業
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